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1.  事業概要 

 

  事業の背景  

 

 平成 24年 7月の再生可能エネルギー電気の固定価格買取制度（FIT）の運用開始以降、

大規模な木質バイオマス発電施設の増加に伴い、燃料材の利用が拡大しています。一方

で、燃料の輸入が増加するとともに、間伐材・林地残材を利用する場合でも、流通・製造

コストがかさむなどの課題がみられるようになりました。 

 このため、森林資源をエネルギーとして地域内で持続的に活用するための担い手確保か

ら発電・熱利用に至るまでの「地域内エコシステム」（地域の関係者連携のもと、熱利用

又は熱電併給により、森林資源を地域内で持続的に活用する仕組み）の構築に向けた取り

組みを進める必要があります。 

 

 

  事業の目的  

 

 「地域内エコシステム」モデル構築事業のうち実施計画の精度向上支援（以下、本事業

という）は、林野庁補助事業「令和３年度木材需要の創出・輸出力強化対策のうち「地域

内エコシステム」推進事業」のひとつとして実施されました。 

本事業は、「地域内エコシステム」の全国的な普及に向けて、既に F/S調査（実現可能

性調査）が行われた地域を対象として公募により選定し、選定地域における同システムの

導入を目的として、地域の合意形成を図るための地域協議会の運営支援を行いました。ま

た、協議会における検討事項や合意形成に資する情報提供、既存データの更新等に関する

調査を行いました。 

 本書は、鳥取県若桜町「地域内エコシステム」モデル構築事業の実施内容等をとりまと

めたものです。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

  

「地域内エコシステム」とは 

～木質バイオマスエネルギーの導入を通じた、地域の人々が主体の地域活性化事業～ 

 

集落や市町村レベルで小規模な木質バイオマスエネルギーの熱利用または熱電併給によっ

て、森林資源を地域内で持続的に活用する仕組みです。これにより山村地域等の活性化を実

現していきます。 

「地域内エコシステム」の考え方 

• 集落が主たる対象（市町村レベル） 

• 地域の関係者から成る協議会が主体 

• 地域への還元利益を最大限確保 

• 効率の高いエネルギー利用（熱利用または熱電併給） 

• FIT（固定価格買取制度）事業は想定しない 

図 1-1 「地域内エコシステム」構築のイメージ 

【地域協議会】
事業の理解・合意形成
主体意識づくり

川上：燃料供給

川中：燃料製造
川下：エネルギー利用



 

  事業スケジュール  

 本事業における全体スケジュールは、下記のとおり、採択地域が決定後、地域の支援等を

すすめ、翌年３月に成果報告会を開催し、本書をとりまとめました（表 1-1、図 1-2）。 

 

表 1-1 事業の概要 

公募期間 令和 3 年 5 月 24 日（月）から令和 3 年 6 月 18 日（金） 

審査結果通知 

（採択地域決定） 
令和 3 年 7 月上旬 

第 1 回地域集合研修 

（事業説明会） 

令和 3 年 7 月 12 日（月）13：30～15：30 

（Zoom によるWeb 開催） 

第２回地域集合研修 

（専門家による講演・ 

地域の取組報告） 

《テーマ１》 

令和 3 年 11 月 29 日（月）9：30-12：30 

「地域における様々な連携による木質バイオマスエネルギー利用」 

森林総合研究所 九州支所 森林資源管理研究 G  

主任研究員 横田 康裕氏 

《テーマ２》 

令和 3 年 11 月 29 日（月）14：00-17：00 

「ESCO・民間協力による木質バイオマスエネルギー利用」 

株式会社バイオマスアグリゲーション 

代表取締役 久木 裕氏 

《テーマ３》 

令和 3 年 12 月 2 日（木）14：00-17：00 

「木の駅や未利用材活用の取り組み」 

一般財団法人 学びやの里 

事務局長 江藤 理一郎氏 

《テーマ４》 

令和 3 年 12 月 3 日（金）14：00-17：00 

「計画的な木質バイオマスボイラー導入に向けて」 

岩手大学 農学部 森林科学科 

准教授 伊藤 幸男氏 

（全て Zoom によるWeb 開催） 

成果報告会 

（25地域の成果発表） 

令和４年 3 月 1 日（火）から 3 月 31 日（木） 

（パワーポイント録画発表を Web 公開） 

 



 

 

図 1-2 事業全体スケジュール 

 

  



 

  実施体制（メンバーとサプライチェーン） 

本事業における実施体制等は下記のとおりです（表 1-2、図 1-3）。 

 

表 1-2 実施体制について 

名 称 若桜町地域内エコシステム構築事業 

所 属 若桜町、(株)ウッディ若桜、智頭石油(株) 

事業の 

ビジョン 

木質バイオマス燃料の品質面での安定供給体制を構築するとともに、木質バイ

オマス利用設備の導入計画を策定しこの実現を図っていくことで、木質バイオ

マスの利用推進に挑戦し、資源と資金の地域内循環による地域活性化の実現を

目指す。 

▼事業を実施する主となるメンバーと支援するメンバー 

組織名称 
主･ 

支援 
役割（担当） 備考 

若桜町農山村整備課 主 
地域関係者のとりまとめ、木質バイオマス全般

に向けての意見、提案 
全体 

(株)ウッディ若桜 主 

木質チップの専門的知見の提供や実証事業にお

ける機資材の提供及び木質バイオマスエネルギ

ー需要者としての意見・提案 

川中・ 

川下 

智頭石油(株) 主 木質バイオマス利用設備の専門的知見の提供 川下 

八頭中央森林組合 補助 
素材生産、貯木等に係る意見、提案及び実証事

業における機資材の提供 
川上 

岡部林業（株） 補助 
素材生産、貯木等に係る意見、提案及び実証事

業における機資材の提供 
川上 

若桜町林業研究会 補助 木質バイオマスの取組全般に対する意見、提案 川上 

わかさ・あすなろ 補助 
木質バイオマスエネルギー需要者としての意

見、提案 
川下 

鳥取県八頭事務所農林

業振興課 
補助 

森林・林業・木材産業や木質バイオマス全般に

向けての意見、提案 
全体 

鳥取県林業試験場 補助 
木材に関する専門的知見の提供、含水率の測定

手法の確立、調査研究事例の情報提供 
全体 

 



 

 

図 1-3 実施体制・サプライチェーン 

 

 

 

  



 

2.  支援内容等とりまとめ 

本事業による支援内容等について、実施項目ごとに下記にとりまとめます。 
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3.  総括 

 

  まとめ  

本事業による支援内容等について、実施項目ごとに下記にとりまとめます。 

◆川上/川中（山側） 

 川上及び川中における各事業者による原木乾燥方法の実証試験を行った。川上（素材 

生産者）では葉枯らし（北斜面と南斜面）とはい積み（山土場、土敷）による乾燥方法 

を、また川中（製材・チップ工場）でははい積み（アスファルト敷）による乾燥方法を 

各々実施し、含水率を測定した。結果、約 2 か月間の葉枯らしで含水率を約 65%-WB

から 50%-WB近くまで低減でき、その後の約２か月半のはい積みで約 45%-WB まで

低減できることを確認できた。 

 これらの結果を、林業事業体や加工・製材事業体への説明用リーフレットにまとめ、 

普及ツールとすることを目指し、資料案を作成した。 

なお、葉枯らし後の含水率の測定において、現場で簡易に計測できる手法、応力波伝 

播時間計測手法（NM 法）を用いた。 

 

◆川下 

 2012年度に作成された若桜町木質バイオマス総合利用計画では、化石燃料の使用量 

の多い町内の 3 施設が重点取組施設と位置付けられた。そのうち、若桜木材協同組合

（現㈱ウッディ若桜）と高原の宿氷太くんには木質バイオマスボイラーが導入された。 

本事業では、2019 年度は、残り１施設のドリーミーやわかさ・あすなろへの木質バ

イオマスボイラーの導入を検討した。ウッディ若桜からの冷温水の供給事業を検討した

が投資回収できないことが分かった。2020 年度は、ウッディ若桜において、上記の重

点取組で導入された木屑焚き蒸気ボイラーでカバーできない木材乾燥機の重油使用量の

削減を目指し、蒸気配管の改造を提案した。2021 年度は、氷太くんに同様に導入され

たチップ焚き温水ボイラーでのチップ消費量の検証と、ウッディ若桜への小型ガス化熱

電併給施設の導入検討を行った。前者は今後の運転方法の提案できた。後者は事業性が

厳しいことが判明した。 



 

  今後の展開 
本事業の今後の展開について、実施項目ごとに下記にとりまとめます。  

◆川上/川中（山側） 

①普及ツールの作成 

チップ⽤の原⽊を出来るだけ乾かすため、林業事業体や加⼯・製材事業者への説明⽤ 

リーフレットを作成する。林業事業体には、低含⽔率のチップ原⽊⽣産のために、 

葉枯らし施業を勧め、加⼯・製材事業者には、低含⽔率チップの⽣産のために、効果的 

なはい積みを紹介する。 

②原⽊丸太の含⽔率判定⼿法の開発 

 応⼒波伝播時間計測⼿法より簡易に含⽔率を計測できる⼿法として、反発度を応⽤し

た乾燥判定⼿法を研究中である。コンクリート強度測定器「シュミットハンマー」によ

り丸太の縦横２方向で計測する⼿法で、今後、トラックに丸太を積んだ状態での計測が

可能になることを期待している。 

③原⽊乾燥の利活⽤に向けて 

・原⽊乾燥は、間伐または皆伐、伐採時期、良質材の割合、仕分けのコスト等の施業 

条件を踏まえ、可能な所から実施検討する。 

・乾燥材の付加価値を最大限に活⽤し、消費者に届ける。 

・価格も含め、乾燥した原⽊の適正評価を確⽴する。 

 

◆川下（熱需要側） 

①氷太くん 

 チップの適正な消費を維持するため、夏季及び冬季において、温⽔焚き冷温⽔機に 

チップボイラーの温⽔を供給して冷暖房は実施しない。 

②その他の施設での検討内容 

いくつかの⽊質バイオマス設備の導入を検討してきたが、いずれも現時点では事業性

が良くないため、次のステップには進まないこととしたが、今後イニシャルコストの削

減や化⽯燃料の価格の⾼騰など情勢変化に応じて、適宜検討する。 

                                          

 

  



 
 

 

  



 

 

 

令和 3 年度木材需要の創出・輸出力強化対策事業のうち 

「地域内エコシステム」推進事業 

 

鳥取県若桜町 

「地域内エコシステム」モデル構築事業のうち 

事業実施計画の精度向上支援 

支援とりまとめ 

 

令和４年 3 月 

 

一般社団法人 日本森林技術協会 

〒102-0085 東京都千代田区六番町 7 番地 

TEL 03-3261-5281（代表） FAX 03-3261-3840 

 

株式会社 森のエネルギー研究所 

〒198-0042 東京都青梅市東青梅 4-3-1 木ズナのもり 2F 

TEL 0428-84-2445 FAX 0428-84-2446 

 


